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　平成28年５月15日（日）午前10時より、瑞沼市民センターにおいて定期総会が開催されました。
　総会では、昨年度平成27年度の事業報告、決算報告、平成28年度の事業計画および予算案、新役員の
選任等の審議が行われ全ての議案が可決されました。また、望月祐言会長が退任され会長に矢野操男氏な
らびに副会長に宮田博氏が選任されたこと及び他役員の異動報告が行われました。
　総会終了後には懇親会が開かれ、ソフトドリンク、スナックをいただきながら歓談が行われました。

　平成28年度総会にあたり、ご来賓として木津市長、市川議長、川田商
工会会長をお迎えしました。また、国際交流協会の創設以来国際交流推
進に貢献されました望月会長が、この度ご退任されました。長年にわた
りお疲れさまでした。本年度は会長、副会長はじめ、三部会長もかわり
新体制の下でスタートさせていただきます。

　行政はもとより、市内の学校関係者の方々、国際交流ボランティアの方々、ロータリークラブ、中央ロー
タリークラブ、ウェンズデーロータリークラブ、鳰鳥ライオンズクラブ、ＪＣ、商工会青年部の方々と多
くの市民の皆さまの協力と三郷在住の外国人の皆さまに支えられて、本日の三郷市国際交流協会は15年
目を迎えることができました。
　その節目にあたり、三郷に在住する外国人の方々と共に国際交流事業を推進していきたいと考えており
ます。
　三郷市国際交流事業は近隣市町の皆様と共に交流の場を広げて、多文化共生の推進に尽力していきたい
と思います。そして「日本に来て三郷に住んで良かった。」と思って頂けるような国際交流事業を目指して、
そこに関わるメンバーと共に更なる発展を約束し、本年度総会の会長挨拶とさせて頂きます。

木津市長によるご挨拶 市川議長によるご挨拶

三郷市国際交流協会　会長　矢野　操男

＜28年度　総会挨拶＞
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三郷市国際交流協会役員
平成28年度事業計画

氏　名 備　　考
名誉会長 木 津 雅 晟 三郷市長
顧　問 望 月 祐 言 三郷市国際交流協会前会長
会　長 矢 野 操 男 国際交流ボランティアグループ 三郷インターナショナルコミュニティ
副会長 宮 田   博 越谷法人会三郷支部長

理事 総務部会長 永 井 義 章 知識経験者
理事 総務副部会長 田 中 欣 一 三郷中央ロータリークラブ
理事 国際化推進部会長 一 條  　信 三郷市国際交流協会日本語教室代表
理事 国際化推進副部会長 藤 井 富 子 知識経験者
理事 交流部会長 マナンダ ディネス 東京大学客員研究員空間情報科学研究センター
理事 交流副部会長 高 野  　功 知識経験者
理　事 川 田 康 雄 三郷市商工会会長
〃 小 河　  純 三郷市立小中学校長会
〃 但 野　  剛 三郷ロータリークラブ
〃 油 原 正 義 三郷ウェンズデーロータリークラブ
〃 越 塚 徳 昭 三郷鳰鳥ライオンズクラブ
〃 田 村 公 平 一般社団法人三郷青年会議所
〃 佐々木　修 三郷市商工会青年部
〃 竹之内　満 国際交流ボランティアグループ 三郷日中友好会
〃 水 上 由 貴 国際交流ボランティアグループ 三郷日中友好会
〃 丸 山 一 夫 国際交流ボランティアグループ Sat.com（サタデー ドットコム）
〃 土 屋 健 雄 国際交流ボランティアグループ 三郷インターナショナルコミュニティ
〃 姫 野 綾 子 国際交流ボランティアグループ 三郷日本語教室
〃 小 池 常 夫 知識経験者
〃 大 野 義 昭 知識経験者
〃 明星美貴子 知識経験者
〃 宍 戸 義 弘 知識経験者
〃 森　  好 弘 三郷市市民生活部長

会計を兼ね
る理事 安 藤 茂 子 知識経験者

監　事 豊 田 明 美 三郷市会計管理者
〃 増 田 吉 男 知識経験者

会議
（１）総会の開催
（２）理事会の開催
（３）専門部会の開催
（４）正副部会長会議の開催

総務部会
（１）三郷市国際交流協会だよりの発行 ７月、２月
（２）国際交流協会ホームページの更新と管理　通年
（３）会員証の発行、他　　　　　　　５月
（４）近隣の国際交流団体との交流拡大　９月、１月
（５）ボランティアによる日本語教室への支援　通年

国際化推進部会
（１）国際理解講座の開催　　　　　　10月
（２）日本語ボランティア養成講座の開催　10月
（３）日本語教室の運営　　　　　　　　通年
（４）国際化推進イベントの実施　　 　検討中

交流部会
（１）総会後の懇親会　　　　　　　　５月
（２）国際交流農園事業 ９月、２月
（３）市民まつりへの参加　　　　　　 11月
（４）外国人と楽しむスポーツ交流会　 ６月
（５）国際交流フェスタ　　　　　　　 ２月

（各専門部会の事業） （予定）

　総会後の懇親会には多数の参加があり、近年にないに
ぎやかな懇親会になりました。懇親会のなかでは、新任
役員の紹介および退任された役員への感謝状・花束贈呈、
団体会員紹介、新規会員の紹介などが順次行われました。

川田商工会長からご挨拶に続き、乾杯の音頭を頂戴しました。
土屋交流部会長

長い間おつかれさまでした。

望月会長
長い間おつかれさまでした。

総会後 の 懇親会
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　平成28年度の総会におきまして、副会長の大役を仰せつかりました
宮田博です。
　昨年までは「国際化推進部会」でお世話になってきましたが、副会
長としてこれからは矢野新会長のもと、三郷市国際交流協会としての
役割を踏襲し、縁あって三郷市に居住することとなった外国の方たちのために、三郷市に住んで
よかったと思ってもらえるよう、少しでも役立ちたいと思っております。また、矢野新会長の意
向に沿いながら、交流協会会員の方々との橋渡しの役割を果たし、会員以外の三郷市民との交流
も大事にしたいと思います。
　皆様のご協力、よろしくお願いいたします。

宮田副会長挨拶宮田副会長挨拶
懇親会参加者

新会員中国から 新会員スリランカから

懇親会風景
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　２月28日（日）に約300名が参加し
て、瑞沼市民センター体育館で国際交流
フェスタが開催されました。日本と７か
国（バングラディシュ、中国、エジプト、
ネパール、パキスタン、スリランカ、スー
ダン）が文化紹介のコーナーを設置しま
した。舞台では桜小学校の寸劇や彦糸中
学校の太鼓が披露され、つづいて外国の
子供たちが太鼓打ちの体験をしました。
ハラール肉のカレーや炊込みごはんの
食事の後、国際交流についてのスピーチ
が日本人は英語で、外国人は日本語で行
われました。続いて、ネパールのダンス、
ウズベキスタンのダンス、スリランカの
ギターと歌、エジプトの歌、中国の歌と
踊りで会場は大いに盛り上がりました。
日本の踊りのあと参加者全員で炭鉱節
を踊り、次に舞台出演者への感謝状が贈
呈されました。これからも外国の皆さん
との交流を深めていきたいと思います。

国際交流フェスタを
開催

ネパールのダンス

彦糸中学校の太鼓演技
中国の皆さんの日本語スピーチ

桜小学校の舞台

文化紹介コーナー

参加者の皆さん
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　２月９日に「三郷市立瑞穂中学校」の一年生を対象に国際理解講座が開催されました。一学年４クラ
スに講師の方４人が各クラスに別れての講座です。一組はロシアの本田タチアナさん、二組はコロンビ
アの鈴木マルタエレーナさん、三組には韓国のキムナムシムさん、四組にはインドネシアの山田フォニー
さんでした。
　各クラスとも、講師の方の母国の歴史や文化について事前に調べて、色々な質問があり講師の先生も
熱心に答えてくださいました。講師の先生方が用意してくれた民族衣装や民族楽器を体験するというコー
ナーはすごく盛り上がり、時間が足りないくらいの盛況でした。この講座を通じて外国やそこに暮らす
人達の暮らしを知るための、大変有意義な時間を過ごすことが出来ました。

市立瑞穂中学校で「国際理解講座」

A B C

韓国のキムナムシムさん

ロシアの本田タチアナさん

コロンビアの鈴木マルタエレーナさん

インドネシアの山田フォニーさん
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キンボール

パン食い競走

綱引き

成田　眞一さん

　６月５日（日）瑞沼市民センター体育館に於いて第
25回外国人と楽しむスポーツ交流会が67名（外国人26
名、日本人41名）の参加を得て盛会に行われました。
スポーツ推進委員の方々により第一部のスポーツ交流
（体験種目と全体種目）がスタートし卓球やフロアゲー
トゴルフなどに汗したりしました。綱引きはＡ，Ｂ両
チーム共熱が入り、引き分けとなり大いに盛り上がり
ました。多目的室に移動しての懇親会では、「ラボパー
ティみさと」の生徒さんによってビンゴゲーム等をた
くさんの美味しい料理をたべながら楽しむことができ
ました。

第25回　
外国人と楽しむ
スポーツ交流会・懇親会

　私は昨年10月瑞沼市民センターで開催された「日本語ボランティア
養成講座」に、思い切って参加してみました。講義は大変興味深い内
容でしたが、むしろ驚いたのは教室の後方で多くのボランティア会員
の皆様が参加されていたことでした。授業が終わると、多くの会員の
皆様から「ぜひ日本語教室を見に来てください」と声をかけて頂き、
すぐに見学に行き、会員になることを即決しました。
　三郷に住んでいる外国人の方々は、日本という外国にいながら三郷の自分の家に帰れば自分の家族がい
て、寝るベットがあれば「心がやすらぐ」と思います。そこに日本人の友人もいればもっと「心がやすらぐ」
と思います。多文化共生の時代にふさわしい町づくりにつながればと思って活動をしたいと思っています。

新しい会員からのメッセージ


